
末崎中学校より 
お便りが届きました！ 

 
 

 ２０１１年の東日本大震災の津波で、岩手県大船渡市は大きな被害を受けました。大船渡市立末崎中学校の 
１、２年生の皆さんが取り組む、養殖から販売まで一貫して行う体験型のワカメ販売実習の養殖施設そして大切
に育てたわかめも被害を受け、すべて流されてしまいました。 
 ワカメの販売実習を継続させるため、ファミリーマートは２０１２年より支援を開始し、わかめを販売する際
の接客の方法やＰＯＰづくり、売るためのコツを教える授業を５年間継続して行っています。 

ファミリーマートは、事業活動を通じて常にお客さま、地域社会、そして地球を幸せにする 
存在となることを目指します。 

 ファミリーマートは大船渡市立末崎中学校１、２年
生の皆さんが養殖から販売まで一貫して行うわかめの
販売実習を２０１２年から継続して支援しています。 
 この度、新年のご挨拶と一緒に末崎中学校の皆さん
から嬉しいお便りが届きました！ 

   末崎中学校への継続的な支援 

 末崎中学校の校庭は東日本大震災の後、仮設住宅が建設され、生徒の皆さんは自由に校庭を使用できなくなっ
ていましたが、２０１６年１２月１５日、グラウンドも整備され、震災前の校庭にもどりました。 
 皆さんからは「昨年１２月１５日に、仮設住宅が建てられていた校庭が元の状態に戻り、末崎中は震災前の状
態にようやくもどりました。これまでたくさんの支援をしていただいたことに感謝しています。ありがとうござ
いました。」とのお手紙をいただき、校長先生からも「グラウンドが戻り、昼休みにサッカーをして遊ぶ姿、部
活動で野球部が練習に励む姿など、本来の学校の姿になってきました。」とメッセージをいただきました。 
 ファミリーマートはこれからも被災地支援を行い、被災された地域の復興や災害の記憶が残るこどもたちへの
支援に積極的に取り組んでまいります。 

   末崎中学校の皆さんからのお便り 


